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（独）日本スポーツ振興センターの災害共済給付のデータより

平成26年の組体操による医療機関受診者数８千件以上

ちなみに…。
２０１６年にスポーツ庁が組体操の安全対策を
求める通知をだした事で事故は減少。

それでも、２０１６年度の支給件数は５千件超。

過去をさかのぼると、６９～１６年度で９人が死
亡、１０２人が後遺障害を負っている。



町田市教育委員会でも、事故防止
の徹底に取り組んでいる。

組体操などの安全対策について、町田
市教育委員会から学校長への通知

危険度の高い技を実施する学校については、運動会の一ヶ月前までに指
導計画の提出が必要としている。

提出された指導計画は教育委員会の指導主事がチェックし、実際に練習
場所にも確認に行く。
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では、指導計画書の内容は？

• 提出期限が過ぎている学校

• 地域への説明機会については基本的に言及無し。（しかし複
数校で地域からの反対意見が無いと断言）

• 保護者へはおたよりで説明。そのおたよりは指導計画の提出
後に出す。（しかし、指導計画では保護者からの反対意見は一

件もないと複数校が断言。）

• 過去の事故に対する再発防止、具体的な記入一校のみ。（過
去にどんな事故があって、どんな再発防止を取っているのか

が最も重要では）



組体操実施についての提案

• 保護者や地域、児童生徒からの反対の声が無いと断言する学校が多いが、リスクや過去の事故事例は説

明したのか。過去の重大事故の事例から、どのような事故防止に取り組むのかと言う説明ができていなけ

れば、「反対の声は無い。みんな楽しみにしている。」と断言してはいけないのではないか。

• また、指導計画についても保護者や地域、児童生徒と共有するべきではないか。学校HＰに掲載し、他校の

状況も確認できるのが望ましいと考えるがどうか。

• 練習で“落ちる練習”が安全にできないのであれば、それは事故が起きた時に重大事故になると考える。教

育委員会の方針として、タワーなど高さが出るものは“安全に落ちる”事ができる生徒のみが実施すべきと

考えるがどうか。

• 学校によって、技の危険度について認識が違い、補助人数も違う。補助人数や危険度の判断は学校では

なく教育委員会で行うべきではないか。


